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徴の影響を受けていないことが示された．また第 3 章（実験 2）では被験者に
対して異性と同性刺激を正立呈示した．その結果，刺激呈示後 200―400 ms の
間で生じる魅力の差は異性刺激のみで確認された．よって異性愛者の注意は異
性の高い身体的魅力によってのみ捕捉されることが確認された．  








 第 5 章（実験 4）ではこれまで操作されていた高・低魅力画像の呈示頻度を
等頻度にした．その結果，実験 1・2 の結果と同様に刺激呈示後 200―400 ms の
間で高魅力の異性刺激が低魅力の異性刺激に対するそれよりも大きな陽性波を
 
惹起した．ただし，刺激呈示後 400―500 ms では同性刺激においても身体的魅
力の差が確認され，高魅力の同性に対しても多くの注意資源が配分された．   
第 6 章（実験 5）では眼球運動を伴う事態で身体的魅力に対する注意を反映
する神経指標を確立することを試みた．その指標として眼球停留関連脳電位
（eye-fixation related brain potential: EFRP）に焦点を当てた．これは眼球
停留開始時をオンセットにすることで得られる ERP である．実験では実験 2
の課題を改変し，視線移動を行わなければ遂行できない課題を行った．実験 2
の結果と類似して高魅力の異性刺激が眼球停留後 200―400 ms の間で低魅力の
異性刺激に対するそれよりも大きな陽性波を惹起した．すなわち，EFRP が異
性の身体的魅力に対する注意資源配分を反映する指標になることが確認された．







 第 8 章では実験 1 から実験 6 までの結果を総括し，課題無関連情報として
呈示される身体的魅力に対する注意資源配分に関して議論を行った．本研究で
はたとえ身体的魅力の有無の判断が課題の遂行に必要のない処理であったとし
ても，他者の高い身体的魅力に対して多くの注意資源配分してしまうことが確
認された．またその処理は異性に対する方が同性に対するよりも素早く行われ
ることを示した．この事実はヒトにとって身体的魅力，特に異性のそれが逃し
てはならない有益な情報である可能性を示唆した．  
 
